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韓国支部・関東支部始動! よろしくお願いします‼
木野会東海支部インフォメーション・KINO KINKI 2008/2009
KINO WEST・木野Q通信
しが支部だより・RYUKYU SEIKA
from KINOKAI╱第22回木野会総会・INFORMATION 表紙イラスト:今井大輔（200L）



　40 年前精華大学（当時は短期大学でしたが）は、これでも京都市？と思
うほど田舎の山間にひっそりとたたずむ、大学とは名ばかりの施設でした。
今の守衛室の所に小屋のような食堂が在り、その前の瓦礫の散らばるネコ
の額ほどのグランドでラグビー部が懸命に走っていたのが、今でも眼に浮
かびます。
　この 40 年の間に精華大学は、大いなる進化を遂げ、とうとう本館も建て
変わり、開校当時の面影は何もない近代的な大学に成長しました。
　私たち木野会の役員が、40 周年記念行事を行うと決めた時、一人でも多
くの卒業生に、その進化した大学を見に帰ってきて欲しいと思いました。   
　その想いから「ホームカミング・大同窓会」の構想が始まったのです。
　まず皆様の足の便を図る為に、東京、東海（滋賀経由）、広島から無料バ
スを出し、沖縄、九州、韓国からは、支部のお世話で、交通費の補助を出す
ことにしました。支部のない地域在住の皆様にも抽選で交通費を出させ
ていただきました。退職された方を含めて、できるだけたくさんの教職員
の方々にも、ご招待の案内をしました。
　画して、晴天に恵まれた4月12日の午後、黎明館の教室と、池の回りは、
500 人を超える卒業生、教職員の方々で溢れました。
　水上ステージでは、在学生、卒業生のミュージシャンや、元精華大学助
教授でシンガーソングライターの三浦久先生の、ミニコンサートが開かれ、
パーティーの間には、在学生が案内するキャンパスツアーがあり、又、「学
生たちの 40 年」と題しての、写真展も、役員たちの手作りで開催いたしま
した。フィナーレを飾ったのは、阿波踊りの精華連と、202L の花火師、中
嶌さんによる花火のパフォーマンスでした。
　あっという間の 3時間半でしたが、たくさ
んの教職員の方々も最後までお付き合いく
ださり、大盛況のうちに幕を閉じました。
　出席してくださった皆様、帰ってきてくだ
さって、ありがとうございました。学生時代
のエネルギーを取り戻せましたか？今回出
席できなかった皆様、是非次の機会にお会
いしましょう。

「ホームカミング・大同窓会」の構想
京都精華大学同窓会「木野会」代表執行幹事 谷 眞美子（69Ｅ）
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大同窓会の感想文
芸術学部造形学科立体造形3年 鹿毛倫太郎（207S）

　タクシーが岩倉に入ると洒落た街並みが目に入ってきた。30 年前の田
園風景は見当たらない。精華は大きな校舎が立並ぶ立派な大学になって
いた。本館に着くと、式典は終わり祝宴が始まっていた。見慣れぬ大勢の
人々。その中に何人かの懐かしい顔。ぼくに気づくと、笑顔で近づき、手
を差し伸べてくれた。ようやく精華に戻った気がした。
　今回精華にきたのは、式典後、同窓会のミニコンサートで歌うため。し
かし直前まで何を歌うか迷っていた。その時、呉先生が中年男性を連れて
きた。名刺には、金

キム

琪
キ

祚
ギョ

、大
テ

邱
グ

大学校造形芸術大学長と書かれていた。キ
ムさんだ。30年前、彼を含む何人かの留学生に日本語を教えたことがある。
それで決まり。一曲目は「カムサハムニダ、イ･スヒョン」。2001 年 1月、
新大久保駅で亡くなった韓国の留学生に「ありがとう」と言いたくて書いた
歌。2002 年５月、この歌の CDを釜山のご両親にお届けし、高麗大学の追
悼コンサートでも歌った。
　ステージに上り、この歌ができた経緯を話し歌い始めた。歌い終わると、
キムさんが立ち上がり「ありがとう」と言っているのが見える。こちらこそ、
カムサハムニダ。
　そのあと、「祈りの歌」「碌山」「風に吹かれて」、そして「ガビオタの海」。
最後に大分在住の短歌作家、三浦恒子（73E）さんのリクエストで、京都時
代の古い歌「山頭火」。コンサートの前後、懐かしい先生方、事務局の方々
にお会いした。退職されている方が多かった。波乱万丈の精華の草創期
を共有した方々。彼らにお会いしただけでも、きてよかった。歌う機会を
与えて下さった方々に感謝。最初に声をかけてくれた沖縄の竹牟礼（73E）
さん、同窓会長の谷さん、ありがとう。
　ぼくが精華の英語英文科で教えたのは 73 年４月からの 10 年間。振り
返ってみれば、かけがえのない刺激的な10年だった。83年に信州に戻り、
現在わずかな畑を耕しながら、時には翻訳をしながら、細々と歌い続けて
いる。

刺激に満ちた10年が蘇ってきた
元京都精華大学助教授・シンガーソングライター 三浦　久

＊
翌日、カリフォルニアへ行き、オークランドで３日間レナード・コーエンのコン
サートを聞きました。そのコンサート評は『レナード・コーエン／ライヴ・イン・
ロンドン』（SIBP144）というDVDの解説に載っています。字幕もぼくの訳で
す。機会がありましたら、是非一度ご覧下さい。74歳の老詩人、ソングライター
の感動的なDVDです。

　2009 年 3月20日の卒業式の時、木野会の菜畠
さんに「4月12日に大同窓会が、あるから手伝っ
てほしい」と言われた。何故、木野会の菜畠さんの
事を知っているかというと、菜畠さんは、僕の母の
昔からの友達で僕が母のお腹の中にいるときから
知っている人。だから、小さいときから母も僕も菜
畠さんと仲が良いのです。
　ということで大同窓会を手伝うことになった。そのために一度、学生と
学生課と木野会で会議をした。そして学生たちの仕事が決まった。企画
は、木野会で決定してたらしいです。その企画とは、「大同窓会にくる卒業
生たちの受付」・「舞台の設置」・「飲食の用意」・「学内案内」そして、現場
で運営するのは、学生たち。つまりは、大同窓会は、在学生と卒業生の皆
で運営をしてました。おもに学生の仕事が学内案内だった。僕一人で学
内案内して、飲食の用意して、舞台の設置や、受付など、出来ない。だから
友達に連絡をとって、20 人ほど大同窓会のスタッフとして参加してくれまし
た。参加してくれた人は、多少偏っていたとしても全学部の学生で作り上
げた。だから、色々な仕事ができた。例えば、食事の運送・ホットドッグ屋
さんの手伝い・泡盛の呑み比べなどや、ステージで言えば、吹奏楽部OB
ライブやアコースティックフェローズ・フォークソング・精華の阿波おどり
の方々の機材運び・花火の誘導などと色々とあったけど、在学生スタッフ
の皆のおかげで楽になりました。卒業生の人たちも気持ち良さそうに色々
な伝説を教えてくれたりしてくれました。たとえば、精華御道の横の岩々一
面を一晩で青く染めたとか、天然記念物のライチョウを食べたとか。様々
な伝説を教えてくれた。それから立体の石切場の屋根が全部、着いたこと
で在学生も卒業生も一緒に喜んで、笑ったり、騒いだり、池に投げられそう
になったり、投げこまれたりしても、やっぱり在学生も卒業生もいつまでも
自由なセイカ人には、変わりなかった。
そして思うことは、いつの時代でもいつの世代でも何をするにしても「やり
たいことをする強く貫き通す心」と「いつまでもセイカが好きな心」は、在
学生の心にも卒業生の心にも心の底から根強く生えていることが、見て感
じれた。皆が皆、その心を持っていた。何かその心を持てたことに僕は、
誇りに感じます。京都精華大学に来て、良かったなと思います。



　叡電、岩倉木野駅を降りて、てくてくと学校に向かって歩いて通った 32
年前の母校。
　坂を上がると、小さな池があり赤ＢＯＸが、ありました。私は、いつもそ
の赤ＢＯＸの中の白いグランドピアノを弾くのが、楽しみでした。
　その頃から、シンガーソングライターを志していましたから、その時間は
とても貴重でした。西洋画を専攻しながら、ラグビー部のマネージャーを
やり、たまにバスケットボールもやり、音楽もやっていました。
　私にとって、精華大学はいろんな可能を惜しみなく表現させてくれる、玉
手箱のような学校でした。
　たびたび、学校の行事で歌わせていただいた記憶があります。
　在学中に、プロデビューを果たし、学業とともに音楽活動もできました。
　母校で過ごした輝かしき青春時代は、今の自分にとってかけがえのない
時間であったことは確かで、誇り高き思い出です。さまざまな人生経験こ
そが、芸術そのものであり、自分の生き様こそが、真のアートであることを、
在学中に培ったように思えます。
　ヴィジョンを明確に描けば、エネルギーはそこに向かい実現してゆくこと
も、白いキャンバスは教えてくれました。私の油絵は、未完成の時が一番
魅力的で、完成さすと面白くなくなるのが特徴でした。先生に「あなたは、
未完の美だなあ」と言われたことを今でも覚えています。
　私の人生も未だ未完であるからこそ、輝き続けようとするエネルギーが、
沸きあがってくるのでしょうか。昨年デビュー 30 周年を迎え、ようやく本当
のスタートを切れたような、気がします。じっくりじっくり、焦らず積み重ね
てきたものがようやく熟してきたようです。
　人生そのものが芸術……まだまだ完成にはほど遠いのかも知れません
が、楽しみながら歌い続けたいと思っています。
　今年の 40 周年の「ホームカミング・大同窓会」
で、歌わせていただけたこと、本当に嬉しかったで
す。三浦久先生ともお話ができ感激でした。また、
精華大学で歌える機会があることを、心から願って
おります。これからも、すばらしきライフアーティス
トを育てられますことを、期待しています。

未完の美─人生こそがアート─
シンガソングライター あらい舞（77Ｐ）

　「演奏してくれないだろうか。」
　3月末、半年に 1回ペースで開催している私と友
人の演奏会に来て下さった担当者が帰り際に言われ
たのがきっかけでトロンボーンの平田氏（89L）と参
加させていただきました。また本番まで日数のない
中、ガムラン演奏の綿岡靖史氏（93L）と、私も普段
参加している吹奏楽部 OB の k’s Ensemble のメン
バーにも無理をお願いして出演していただきました。
　当日は良い天気で会場には当初聞いていた数をはるかに上回る500 人
も参加者が集まったということと会場の形から真横から、後ろから360°あ
らゆる方向からも拍手が返ってくるというのには、何か不思議な感覚で演
奏させていただきました。
　私の演奏に関して言えば、つたない演奏であったにもかかわらずたくさ
んの拍手を頂き、まだまだこれからも精進するべしと感じた一日なのであ
りました。

大同窓会に参加して
吹奏楽部初代OB 井上一明（89L）



父親が倒れた !　その知らせを聞いたのは、この打ち合わせを学生の代
表達と初めた頃でした。心筋梗塞、80 歳にもなって好きな社交ダンス三
昧の日々。ダンス会場で倒れたんやから本望やろう……とは言え、長男と
して動かんわけにもいかず、バタバタの日々が始まったわけです。企画室
の行本さん、木野会会員で学生課の田中さん達に支えられ、自治会長の南
部さんをはじめ現役の学生達とも交流が進み、詳細が決まっていきました。
スタッフ集めには名物学生と呼ばれている鹿毛倫太郎（207S）君が大変力
を発起してくれたこともあり、40 人以上集まりました。
また一方で『40周年記念写真パネル展』では、超膨大な写真資料の中か

らどんなシーンをピックアップすべきか、気が遠くなった次第でした。
さて当日、9時に学生スタッフとの打ち合わせ。日頃、わけのわからん中
学生相手に、がなりたてることも多々あるのですが、この日集まった学生達
は「一言うたら十知る」とばかりに、積極的に動いてくれました。
11 時頃からステージ出演者のリハーサル。12 時半、全国各支部からバ

スが到着、叡電やスクールバスからも続々卒業生がやってきて、受付に行
列ができはじめ、あちこちで再開の歓喜があがる頃、元気一杯の山田実行
委員の第一声で開幕 !　司会修行中の鎌坂さんをアシスタントに、島本学
長・赤坂理事長による祝辞と乾杯と続き、その後も名調子の司会で盛り上
げてくれました。ライブのトップバッターは、アコースティックフェローズ
の「なきみそ」さん。自治会OB綿岡（93L）さんのガムラン演奏。吹奏楽
部発足メンバーの井上（89L）さんと、平田（89L）さん、OBメンバー、「K's 
Ensemble」福田浩之さん、福田真友美さん（共に 89L）のなぜか『水戸黄
門のテーマ曲』。
その間、学生スタッフのガイドにより、学内見学ツアーが行われました。
坂を登りながら、「ここで何した。あそこであいつが……」等昔話に花をさ
かせました。新校舎では学生ガイドの解説を聞きながら巡り歩き、動物園
から春秋館の写真パネル展にたどりつくというコース。
ステージでは、その登場を待ちわびていた人も多かった三浦久先生の
60 年代フォークの神髄もかくや、と思わせてくれる生活感溢れる歌声と、
渋いハーモニカが響き渡りました。飛び入り出演をしてくれた、あらい舞
（77P）さんも、さすがプロ !という演奏を聞かせてくれ、フィナーレでは阿
波踊りサークルのお囃子と踊り子が登場、その踊りもたけなわというところ
で、花火師の中嶌（202L）さんによる仕掛け花火が炸裂。感動的な演出の
中、40 周年記念イベントは幕を閉じました。
今回のイベントでのMVP は、何と言っても学生ボランティアのスタッフ
達でしょう。気持ちよく、先々読んで行動し、木野会の面々をうならせまし
た。学生課の田中さんにそのことを言うと、自信満々の顔つきで、「精華の
学生は世界一ですからね。」と胸をはりました。
今度は、学生達が地域と繰り広げている、河和田アートキャンプや枯れ
木又プロジェクトに、卒業生から参加や応援をしていきたいと思います。
精華はやっぱり最高です。
P.S 親父は復活、飛び歩いております。

精華の学生は世界一
京都精華大学同窓会「木野会」事業執行幹事 加藤正寛（76Ｐ）

韓国は京都精華華大学とは関係が長くて深いと思います。隣の国であり、
短大時代からも韓国人の卒業生が結構います。韓国の精華大同窓会も以
前からいろいろ活動して来ました。さらに精華大の卒業生の活躍で精華大
の名前は韓国で結構有名になっています。これはみんな一生懸命頑張っ
てきたのと精華大学の努力のお陰だと思います。
現在、同窓会の会長として努めている私は、今までの木野会については

あまり知りませんでしたが、先輩から聞いた話ではよい関係であるときい
ています。
私が卒業してからは、大邱大（デグ大）での同門展覧会をはじめ、みんな
住んでる所はバラバラでも、韓国の支部の同窓会や同門の集まりは多かっ
たです。また、どんどん会員も増えて来てこれからの支部の活動も期待さ
れています。
ところで、今回の木野会からの 40 周年記念の招待は、我々の支部では
大きな行事でありました。最初、木野会から同窓会の招待があった時、嬉
しかったけどちょっと心配がありました。気持としては出きるだけたくさん
の会員と一緒に行きたいけど、お金や仕事の都合など、いろいろな事情の
ため、結局会長団（支部役員）が行くと決定して韓国支部のインターネット
上に事情を説明して会員に理解を求めました。
4月11日、韓国からの参加者は関西空港に着きました。
誰かの第一声は “まるでふるさとに来た感じ ”という声が聞こえました。
やはり我々にとっては京都や関西は “第２の故郷 ”です。参加者たちはそ
れぞれ日本に来るのは久しぶりで、特に仕事では東京などはよく行くかもし
れないが、京都は本当に何年ぶりでみんな軽い興奮感がありました。
翌日、わくわくしながら精華大に行きました。まずは真新しい本館の建
物が我々を迎えました。母校が発展するのを見てみんな喜びを感じました。
午後から開いた同窓会に私ははじめて参加したけど、雰囲気もよくて、案
内するスタッフもみんな親切でした。
また、同窓会で久しぶりに先生や職員の方々に会える喜びも。キャンパ
スツアーでも懐かしかったです。我々が学んでいた建物を見て青春の時
代がやっと思い出せました。
また、日本国内で頑張っている、ハンパラン（専門学校講師）、カンゼ
ヒョン（ゲーム会社）、金ゴン（博士課程）、金ソウン（博士課程）、金ゼウォン
（大学院生）卒業生や在学生も集まってくれました。
韓国に帰る時はたくさんの人が、今回の木野会の「ホームカミング」に参
加したことをよかったという反応が多かったです。いろんな先輩たちとあ
えて、木野会の一員としてのプライドをもって韓国に戻りました。
同窓会を準備して、いろいろお世話をしてくれた木野会や先輩、後輩の
みなさんに心から感謝しています。
これから韓国支部も頑張りますのでどうぞよろしくお願いします。

京都精華大学同窓会「木野会」韓国支部会長 尹起憲

しばらく活動を休んでいた韓国支部ですが、40 周年イベントを機会に、
新たに役員を再編し活動して行きたいと思います。韓国支部のイベント
も計画中です。楽しみにしていてください。

韓国支部役員
顧問：金基祚（元会長）

（キムキジョ、 ビジュアル学部　85 年卒業、現、大邱大　芸術大学長）

会長：尹起憲
（ユンキホン、漫画科　大学院　02 年卒業、現、釜山大　教授）

諷会長：高慶日
（コギョンイル、漫画科　学部、大学院、97 年卒業、現、祥明大　教授）

　　　　催英哲
（チェヨンチョル、ビジュアル学部、大学院、03 年卒業、現、南ソウル大教授）

総務：李相熙
（リサンヒ、版画科　学部　03 年卒業、現、デザイン会社　デザイナー）

　　　李皓
（リホ、漫画科　学部、大学院　08 年卒業、大学講師）

プライドを得た旅行
「ホームカミング・大同窓会」
に参加して
韓国支部















 













【
お
詫
び
・
報
告
】

五
月
三
〇
日
の
役
員
会
で
二
〇
〇
八
年
度
決

算
書
の
記
述
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

役
員
会
で
話
し
合
っ
た
結
果
、
そ
の
議
案
を
差

し
戻
し
、
修
正
さ
れ
た
決
算
書
を
再
度
役
員
会

で
審
議
す
る
事
が
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
従
い
ま

し
て
、
そ
の
後
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
総
会

は
流
会
と
な
り
、
改
め
て
、
臨
時
総
会
を
七
月

五
日
に
開
催
す
る
事
に
な
り
、
皆
様
に
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
述
の
誤
り
自
体
は
、
非
常
に
初
歩
的
な
印

字
ミ
ス
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
初
歩

的
ミ
ス
を
犯
し
た
事
は
、
ひ
と
え
に
業
務
を
機

械
的
に
処
理
し
た
、
執
行
部
の
怠
慢
に
他
な
り

ま
せ
ん
。

こ
こ
に
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
精
華
大
学
同
窓
会
「
木
野
会
」

二
〇
〇
八
年
度　
執
行
幹
事
一
同

七
月
五
日
、
京
都
精
華
大
学
黎
明
館
一
〇
一

教
室
に
於
い
て
臨
時
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
前
に
再
度
役
員
会
を
開
催
し
、
そ
の
席
で

修
正
さ
れ
た
決
算
書
の
審
議
が
行
わ
れ
、
滞
り

な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
臨
時
総
会

で
は
、
議
長
に
舟
津
潤
氏
（
98
Ｌ
）
を
選
出
。

谷
眞
美
子
氏
（
69
Ｅ
）
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
の

「
四
十
周
年
事
業
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
」
等
の

活
動
報
告
が
さ
れ
た
後
、
各
支
部
か
ら
若
年
層

の
会
員
や
一
人
で
も
参
加
し
や
す
い
工
夫
を
さ

れ
た
特
徴
の
あ
る
活
動
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
　
　
回
　
　
木
野
会
総
会

22

新卒業生に告知用で配布されたフライヤー

エ
リ
ア
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
一
昨
年
前
よ

り
設
立
準
備
さ
れ
て
い
た
関
東
支
部
か
ら
は
、

支
部
長
に
就
任
さ
れ
た
宮
脇　
誠
氏
（
80
Ｄ
）

よ
り
、
二
月
一
四
日
に
開
催
さ
れ
た
関
東
支
部

設
立
総
会
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
藤
森
千
景
氏
（
78
Ｄ
）
か
ら
二
〇
〇
八

年
度
の
決
算
報
告
が
あ
り
、
会
計
監
査
の
臼
井

真
利
恵
氏
（
70
Ｐ
）
に
よ
り
、
決
算
に
関
し
て

相
違
な
い
こ
と
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
二
〇
〇
九
年
度
の
活
動
・
予
算
計

画
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
九

年
度
の
執
行
幹
事
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
報
告
し

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

全
て
の
審
議
に
於
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

京
都
精
華
大
学
同
窓
会
「
木
野
会
」
の

二
〇
〇
九
年
度
執
行
幹
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

代
表
執
行
幹
事
：
谷　
眞
美
子
（
69
Ｅ
）

事
務
執
行
幹
事
：
谷　
眞
美
子 (

69
Ｅ)

　
　
　
　
　
　
　
舟
津　
潤
（
98
Ｌ
）

財
務
執
行
幹
事
：
藤
森　
千
景 (

78
Ｄ)

　
　
　
　
　
　
　
石
坪　
靖
之 (

98
Ｌ)

事
業
執
行
幹
事
：
加
藤　
正
寛 (

76
Ｐ)

　
　
　
　
　
　
　
野
田　
武
宏 (

202L)

広
報
執
行
幹
事
：
菜
畠　
雅
代 (

77
Ｄ)

　
　
　
　
　
　
　
天
雲　
陽 (

202
Ｌ) 

一
同
、
心
を
込
め
て
、
木
野
会
の
運
営
に
取

り
組
む
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

❖
　
❖
　
❖
　
❖



昨年 7月 12日（土）留学生支援事業として、12:00 より交流
会館において 3階フロアーを埋めつくす留学生たちは 31名の
参加。大学からは 3名。木野会からは 4名の参加でした。高
橋（事業担当執行幹事）より親切丁寧に「祇園祭り」についてレ
クチャーを受け、女性は全員ゆかた姿になり鉾町を見学。
今年は祭り鉾の大黒柱となる生木を、町衆が綱引きで一本一

本立てていく場面を見られ、感動。恒例の飲み会も盛り上がり
ました。短期留学の学生が多く、ギャル相手に悪戦苦闘。「そ
うなの…フィンランドから ?へえー染色に ?…」くらいが会話
が関の山で、その横のロンドンっ子のエリザベステーラー似の
ギャルが何か言いたげなのに、聞いてやれなかった加藤として
は、もっと英文科出身の通訳できる人の参加を増やしたい ! と
思うことしきりでした。

昨年 12月 12日（土）恒例の「精華大好き ! 国際もちつき大
会」が留学生寮「木野寮」において、盛大に行われました。木野
会からは谷代表の他、加藤（事業担当執行幹事）、菜畠（広報担当
執行幹事）、小野（役員）、石坪（近畿支部長）が参加。大学から
は国際交流課 : 花谷さん、北脇さん、髙良さん、学生課 : 田中さ
ん、太田さん、入試課 : 竹田さん、経理課 : 船津さん、新谷さん、
等多数の参加を得、寮の岡島さんご夫婦には、昨年同様大変お
世話になりました。
当日のスケジュールは 9:00 集合、10:30 餅つき体験スター

ト、13:00 餅つきと日本庶民文化についてペーパー配布の上レ
クチャー、15:30 餅つき終了。懇親会、おみやげのお餅配布。
17:00 閉会、というものでした。
学生側は、新しい顔ぶれも多く、レクチャーにも熱心に耳を

傾けてくれました。餅つき作業の指南役として、今年も小堀さ
ん、谷さんご夫婦には大変お世話になりました。また、石坪さ
んには元自治会長の人脈で、現自治会長の南部さん他、さかの
ぼること 2代に渡る元自治会長にも声をかけて頂き、おかげで
40周年の打ち合わせも、うちとけた雰囲気で話ができました。
今年も、学生課田中さんには、学生達との橋渡し役をつとめて
もらい、今年はさらに若手の太田さんが、ジェロ似の黒人マッ
チョ青年と共に、餅つきにも大奮闘してくれました。終了後、
花谷さん、菜畠さん等と昔話で盛り上がりました。私も忘れて
いたような 20年以上の昔の学生時代の細かい場面、エピソー
ドまで花谷さんがしっかり覚えておられるので、びっくりしま
した。また、一つ気がかりだったのは、木野寮近隣の方からの
苦情 ?で、来年は寮の前庭では、餅つきが不可能になるかもし
れないとのことでした。
その場合、裏の駐車場が候補地となり、テントの設営や、臼や

釜などの資材の運搬に手がかかります。重ねてご協力よろしく
お願いいたします。

「祇園祭り体験」報告 「餅つき体験」報告
京都精華大学同窓会木野会事業執行幹事 加藤正寛（76P）

岡
島
で
す



■会計決算報告書　2008年4月1日～2009年3月31日■会計予算書 　2009年4月1日～2010年3月31日

収入の部
予算額摘要科目

2008年度からの繰越金前年度繰越額

会費収入
前受け金振りかえ 

受取利息

合計

収入の部
差額決算予算摘要科目

前年度繰越額

会費収入 既卒業生 
小　　計 

支部より返金
受取利息
合計

総額

2）

支出の部
差額決算予算摘要科目

会報　印刷費他

事業費
総会　懇親会他
HP　管理費
在校生支援事業
留学生備活動費
小計

支部補助費

東京支部
西日本支部
滋賀支部
東海支部
近畿支部
九州支部

小　　計
支部長会議　役員会

旅費　交通費 理事評議員出張費
小　　計

会議費
会報発送費

通信費 一般通信等

事務消耗品等事務費
小　　計

慶弔費
手数料
雑費
予備費
小計

合計

次年度繰越金

＊収入の部の▲印は予算額より決算額の増を、支出の部の▲印は決算額の予算超過を意味します。

1）西日本 ¥320,745　滋賀 ¥50,970　東海 ¥29,123　近畿 ¥447,959   九州 ¥238,489  
　沖縄 ￥126,600
2）関東支部立ち上げ ￥1,079,547　韓国支部活性化 ￥19,340、 PC ￥115,500、 顧問料 ￥120,000
　新卒生配布チラシプロジェクト ￥56,700　テキスタイル補助 ￥150,000　旧東京支部経費 ￥58,583
   07年度精華人経費 ￥45,139　40周年ホームカミング ￥4,151,033

京都精華大学同窓会「木野会」会計報告

支出の部
予算例摘要科目

※同窓会からの案内や会報誌のご不用な方は、木野会事務局までお知らせください。

既卒業生 

1,000名

5名

この冊子は再生紙・大豆インキを使用しています

75,227,49875227,498
▲650,000

0
10,650,000

80,000
10,000,000

▲680,000
50,000

10,730,00010,050,000
▲1,313,8861,313,886
▲43,634243,634200,000

0

▲2,037,520

▲2,037,520

12,287,52010,250,000

87,515,01885,477,498

▲30,000

1）

▲77,250
▲209,336
▲215,800

0
0
0

0
0

0

0

▲138,546
200,000

▲202,236
373,510

▲440,932

▲575,746

▲128,243
528,394

▲376,575

▲1,795,842

151,819

23,750
▲60,875

▲1,345
32,750

▲2,421,136
383,616

▲2,037,520

677,250
409,336
415,800

0
438,546
1,940,932

0
500,000

300,000
829,000
523,000

2,802,000

2,702,236

190,000

2,575,746

328,243

126,490

1,198,181

671,606
526,575

5,795,842

110,857

6,345
17,250

26,250

14,928,136
72,586,882

87,515,018

5,000
50,000

600,000
200,000
200,000
200,000
300,000
1,500,000

0
500,000
190,000
300,000
829,000
523,000

0460,000460,000
2,802,000
2,000,000
500,000
2,500,000
200,000
1,200,000
150,000

4,000,000

1,350,000
50,000

50,000

12,507,000
72,970,498

85,477,498

会報　印刷費他
事業費①

事業費②（大学支援）

総会　懇親会他

広報活動費
留学生支援

支部補助費

各種同窓会補助費
在学生支援

西日本支部
滋賀支部

九州支部

東海支部
近畿支部

支部長議会、役員会旅費・交通費
役員出張等

会議費
会報

通信費 総会案内、一般通信等
事務消耗品等

保険料等

事務費
慶弔費
手数料
雑費

予備費
小計

合計
次年度繰越金

800,000
400,000

ホームページ管理費 240,000
60,000
300,000

200,000
250,000

200,000

111,000
280,000

2,000,000

719,000
577,000

沖縄支部 150,000
韓国支部 300,000
関東支部 425,000

200,000
800,000
600,000
100,000
50,000
5,000
20,000

顧問料 240,000
12,500,000
21,727,000
61,109,882
82,836,882

200,000

72,586,882

200,000

82,836,882

10,000,000

50,000

平成１９年度生振り替え

沖縄支部

振込み手数料
保険料等

木野会会報誌では誌面に掲載する作品を広く募集し
ています。表紙面を思い切りあなたの絵・デザイン・写
真などで飾ってください。
●賞金・賞品
表紙デザイン1点……3万円
●応募方法
サイズ :縦18㎝×横18㎝の中で
技法 :写真、イラスト、版画など平面に仕上げたもので

あれば自由。ただし表紙は1色刷り印刷です。
応募作品の裏面に必ず作品タイトル・コメント・住所・学
籍番号・電話番号を記入してください。
●賞金・賞品　平成22年2月28日必着
●宛て先
〒606-8588　京都市左京区岩倉木野町137
京都精華大学同窓会木野会「会報表紙デザイン」係
●18号表紙制作者
今井大輔（200L）
贅沢にも第三次産業で生きてます。
ビッグコミックスピリッツに連載していた「ＳＥＥＤ」が
8月30日に単行本で発売しました。１巻です。
よろしくです。（関連記事:関東支部頁掲載）
HP http://www2.tbb.t-com.ne.jp/suiso/

河和田アートキャンプ（左）
http://www.aai-kyoto.com/
枯れ木又プロジェクト（右）
http://seikaart.jp/̃rittai/seikaHP/karekimata/karekimata-top.html
http://seikaart.jp/̃rittai/seikaHP/karekimata/taisoufukuproject.html

〇京都駅 ポルタギャラリー「華」
〇９月４日（金）～27日（日）11時～７時（最終日５時）
原画展に先行し烏丸三条の大垣書店で行われたサイ

いろいろな情報をseikajin．comの掲示板にお知らせ下
さい。
「先生が個展したはるで～」「このプロジェクト、精華っ
て書いてあるわ」等、街で見つけた精華人情報を
seikajin．comで共有しようではありませんか。ログイン！！

seikajin.com ン会では、大垣書店勤務の玉本（95M）さんが、サイン
（イラスト付き）を求めて長蛇の列になった人達の整理
をされていました。噂を聞き付けてやって来た卒業生の
中西さん、裏垣さん（共に89M）の顔もありプチ同窓会
のようになっていました。

学生達が夏休みの一ヶ月を利用し、地域の住民や産
業、行政と一体となり協働創作のなかで、学生達が総
合的な見地を育み、地域活性の糸口をアートから探る
プロジェクトを福井県鯖江市と新潟県越後妻有で繰り
広げています。そんな彼らの活動を応援しましょう。
40周年イベントには、ボランティアの学生達を鯖江市
長が激励に来て下さいました。
詳しくはそれぞれのホームページをご覧下さい。
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第  23  回  木  野  会  総  会  の  ご 案  内

■総会終了後、懇親会を設けます。会員相互の交流の場として、ご参加下さい。

ヨシトミヤスオ先生
「新 動物マンガ百科」原画展

●河和田アートキャンプ
●枯れ木又プロジェクト

「表紙用作品大募集」


